
午後の部 (伝送交換)平 成 ２ ９ 年 度 第 １ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻
１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目
１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目
１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ
伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15
無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝30

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝46

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝47～伝61
通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝62～伝76

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝77～伝80

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)
生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)
｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。
解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡(2)

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません
二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。
免除科目がある場合は、 科目欄は記入しないでください。(3) その

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』
(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んで専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力
ください。
試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(6)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。
(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号 解答の公表は７月１２日１０時以降の予定です。
(控 え) 合否の検索は７月３１日１４時以降可能の予定です。

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、電話用デジタル交換機のソフトウェアなどによる発呼検出の概要について述べた

ものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号

を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

電話用デジタル交換機の起呼接続における主要処理の一つに発呼検出がある。発呼検出では、

加入者の電話端末のオフフックに連動して、加入者線の状態の変化を示す (ア) の検知が

電話用デジタル交換機の (イ) で行われ、その検知結果は、加入者線走査回路の (ウ)

に蓄積される。

加入者線処理装置では、加入者監視プログラムが周期的に起動し (ウ) の内容を読み取

る。読み取った結果は、加入者線処理装置内のメモリエリアに記憶されている前周期の検知結

果と比較され、差異があれば発呼とみなし、その発呼のあった (エ) を加入者制御プログ

ラムに通知する。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＩＰアドレス ② 呼出中状態 ③ 空間スイッチ

④ タイムスタンプ ⑤ 加入者回路 ⑥ ダイヤルトーン

⑦ バッファメモリ ⑧ 通話メモリ ⑨ ループの有無

⑩ 呼制御処理装置 ⑪ 多重化回路 ⑫ 電話番号

⑬ ダイヤルパルス ⑭ キャッシュメモリ

⑮ ＬＳＣＮメモリ ⑯ 加入者収容位置情報
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

Ｎｏ.７共通線信号方式について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 共通線信号方式においては、信号回線と通話回線が分離されているため、呼の接続状態に

かかわりなく、交換機間で相互に信号の転送が可能である。

Ｂ 共通線信号方式における信号情報は、テキスト形式で表現されるため、個別線信号方式と

比較して、信号の種類などを追加することが容易である。

Ｃ 共通線信号方式における信号の転送には専用の信号リンクが用いられており、その信号の

転送速度は、ＴＴＣ標準において、４.８ kbit／s 、４８ kbit／s 又は６４ kbit／s と規

定されている。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

移動通信ネットワークにおける番号及び識別子について述べた次の文章のうち、正しいもの

は、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 移動通信ネットワークにおいて、外部ネットワークの端末から移動端末への着信

時には、３ＧＰＰ網ではＭＳＩＳＤＮ(Mobile Subscriber ISDN Number)、３ＧＰＰ２

網ではＭＤＮ(Mobile Directory Number)といわれる番号が用いられる。

② 移動通信ネットワークの移動端末がネットワークにアクセスするとき、ユーザを

識別するためにＩＭＥＩ(International Mobile Station Equipment Identity)が用

いられる。無線ネットワーク上でＩＭＥＩが直接送受信されることを避けるため、

一般に、位置登録手順においてＴＭＳＩ(Temporary MSI)などが割り当てられる。

③ ＩＭＳで用いられるパブリックユーザ識別子(ＩＭＰＵ)は、ＩＭＳへユーザを登

録する際に実行されるユーザ認証においてユーザを識別するために使用されるもの

であり、電話番号に相当する。

④ ＩＭＳで用いられるプライベートユーザ識別子(ＩＭＰＩ)は、ユーザによるセッ

ションを確立するためのＩＤとして使用されるものであり、ＳＩＰ ＵＲＩ形式又は

ＴＥＬ ＵＲＩ形式をとり、一般に、ＩＭＳ内及びＩＭＳとユーザとの間の制御のみ

に使用され、公開はされない。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話交換設備における出線能率などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① １回線による最大疎通呼量は１アーランであり、出線能率ηは０≦η≦１である。

出回線数ｎを一定にして加わる呼量を増やしていくと、疎通呼量は次第にｎに近づ

いていく。

② 即時式の系においては、加えられた呼量と運ばれた呼量との差である損失呼量と、

加えられた呼量との比をサービス尺度としており、これは呼損率といわれる。

③ 待時式の系においては、加えられた呼量 と運ばれた呼量 の間には、一般に、ａ ａｃ

＝ の関係が成り立つため、呼損率はサービス尺度としては利用できない。そこａ ａｃ

で、入線に呼が生起したとき、出線全話中状態に遭遇して待合せに入る割合をサー

ビス尺度としており、これは、最繁時集中率といわれる。

④ 即時式の系と待時式の系において、出回線数及び加わる呼量が同じであるとき、

一般に、待時式の系では、即時式の系と比較して出回線で運ばれる呼量が大きく、

出線能率が高くなるため、出回線塞がりに遭遇する確率が大きくなる。
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(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

即時式完全線群におけるトラヒックについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

なお、必要により、下記の即時式完全線群負荷表を使用するものとする。

Ａ ある回線群で１時間に２,４００呼が運ばれ、その平均保留時間が１２０秒であった。こ

の回線群で運ばれた呼量は、２０ アーラン である。

Ｂ ある回線群の出回線数が１２回線、呼損率が０.０１のとき、運ばれた呼量は５.８１７

アーラン である。

なお、運ばれた呼量は、四捨五入により求めた値である。

Ｃ ある回線群に平均保留時間３分の呼が１時間に１７０呼生起するとき、呼損率を０.０１

以下とするために必要な最少の出回線数は１６回線である。

即時式完全線群負荷表 単位：アーラン

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ0.01 0.01 0.01 0.01ｎ ｎ ｎ ｎ

1 0.010 11 5.160 21 12.838 31 21.191

2 0.153 12 5.876 22 13.651 32 22.048

3 0.456 13 6.607 23 14.471 33 22.909

4 0.870 14 7.352 24 15.295 34 23.772

5 1.361 15 8.108 25 16.125 35 24.638

6 1.909 16 8.875 26 16.959 36 25.507

7 2.501 17 9.652 27 17.797 37 26.379

8 3.128 18 10.437 28 18.640 38 27.253

9 3.783 19 11.230 29 19.487 39 28.129

10 4.461 20 12.031 30 20.337 40 29.007

(凡 例) Ｂ：呼損率 ｎ：出回線数

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＭＳにおけるＱｏＳについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号

は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＭＳにおいて、ＱｏＳが保証された音声やビデオストリーミングなどのリアルタイム通信

を行うためには、セッション開始時に、発信側端末と着信側端末でサポートしている音声やビ

デオといったメディアの内容や (ア) の確認、発着信端末相互間での (イ) の確保が

必要となる。３ＧＰＰの移動端末がＱｏＳ機能を有している場合、ＱｏＳ制御は、一般に、次

の手順で行われる。

最初に、発信側端末と着信側端末は、セッションに関する能力情報を記述するためのプロト

コルである (ウ) を用いて記述した (ア) の種類などに関する情報を、ＩＮＶＩＴＥ

メッセージ及び１８３(Session Progress)メッセージでやり取りを行い、発信側端末と着信側

端末間で使用する (ア) の種類などが合意される。さらに、メディアのサービス情報に応

じてＱｏＳポリシーを判断する (エ) により、 (ウ) を用いて記述されたアプリケー

ションの必要帯域情報に基づき (イ) の確保が行われる。

着信側及び発信側それぞれにおいて、 (イ) の確保が完了した後に、着信側端末の呼出

しが開始される。その後、着信側端末が応答し、２００(ＯＫ)メッセージが発信側端末に返さ

れ、ＱｏＳが保証された通信が可能となる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＳＤＰ ② ＴＥＩＤ ③ ＤＨＣＰ ④ ＶｏＩＰ

⑤ ＳＤＮ ⑥ 移動端末契約者 ⑦ ＰＣＲＦ ⑧ スケジューラ

⑨ ＰＨＰ ⑩ 認証ＩＤ ⑪ ＩＰベアラ ⑫ ペイロード

⑬ ＨＳＳ ⑭ ＩＰアドレス ⑮ コーデック ⑯ ホームエージェント
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＶｏＩＰプロトコルの種類と特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＩＰネットワーク上で音声や画像などの通信を行うことを目的にＩＴＵ－Ｔ勧告として標

準化され、主に企業ＩＰ電話システムなどで利用されているＶｏＩＰプロトコルとして、

ＳＩＰがある。

Ｂ ＳＩＰは、テキストベースでパラメータが追加でき、拡張性に優れ、インターネットとの

親和性が高くアプリケーションとの連携に優れているなどの特徴を有している。

Ｃ Ｈ.３２３は、既存電話網との相互接続や大規模なＶｏＩＰ網を構成することを目的に、

ＩＥＴＦで標準化されたプロトコルである。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＶｏＬＴＥの特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＶｏＬＴＥは、ＬＴＥのパケット通信ネットワーク上で音声サービスを提供する

ための技術である。

② ＶｏＬＴＥの音声符号化方式には、ＡＭＲ－ＮＢ(Adaptive Multi-Rate Narrow

Band)が必須コーデックとして規定されているほかに、より高音質なＡＭＲ－ＷＢ

(Adaptive Multi-Rate Wide Band)が規定されている。

③ ＶｏＬＴＥ対応端末による音声通話において、音声通話中にＬＴＥのエリアから

３Ｇのみのエリアに移動した場合に、ＳＲＶＣＣ(Single Radio Voice Call Continuity)

といわれる技術を用いると、音声通話は一時的に途切れるが、ＬＴＥのエリアに戻

ることで通話路が復元されて音声通話の継続が可能となる。

④ ＬＴＥを音声サービスに用いることで、音声サービスに必要な周波数の利用効率

が向上し、音声サービスに使用されない周波数をデータトラヒック用に転用するこ

とができる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰ電話の音声品質の評価指標について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ)

である。

<(キ)の解答群>

① 主観評価では、通話の総合的な満足度を示す指標であるＰＥＳＱが用いられる。

ＰＥＳＱは、複数の被験者が５段階評価の通話試験を行い、その結果を加重平均し

た値で表される。

② 客観評価は、主観評価試験で得られる評価値と同等の評価値を、端末やネット

ワークの音声の物理的特性を測定することで推定する方法であり、この方法には音

声コーデックの音質評価をするために策定されたＭＯＳがある。

③ 客観評価において、音声コーデックの音質評価に加えてパケット損失などを考慮

した評価アルゴリズムとして、ＰＳＱＭが用いられている。

④ ＰＯＬＱＡ(Perceptual Objective Listening Quality Analysis)は、ＩＴＵ－Ｔ

勧告として標準化された指標であり、ＩＰ電話サービスなどの通話品質を評価する

ためのモードとして狭帯域音声と超広帯域音声の二つがある。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰ電話網における音声信号伝送用の帯域の設計などについて述べた次の文章のうち、誤っ

ているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 音声系トラヒックには、音声トラヒックと呼制御トラヒックがあり、音声トラヒック

の帯域は、一般に、一つの通話チャネルにおいて必要とされるＲＴＰパケット帯域

に同時接続させる通話チャネル数を乗じたものである。

② ＩＰ電話網におけるトラヒック状況の確認には、一般に、ルータなどから取得さ

れるＭＩＢデータ、パケットキャプチャデータなどが用いられる。ＭＩＢデータは、

パケットキャプチャデータと比較して、詳細なトラヒックデータの取得が可能であ

る。

③ ＩＰ電話網において必要とされる伝送帯域は、一般に、予測した帯域使用量に短

時間トラヒック変動分を考慮し、さらに品質条件を満たすために必要なマージンを

付加して算出する。

④ パケットによる通信においては、一定の待ち時間(遅延)があることが許容されて

いる。パケット網のパケット損失は、一般に、待ち状態にあるパケットが収容され

るバッファのサイズが有限であるために発生することから、トラヒック設計におい

て待ち時間はバッファのサイズを決定するための基本的なパラメータの一つである。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＧＥ－ＰＯＮシステムの特徴について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＧＥ－ＰＯＮシステムのＯＬＴからＯＮＵ方向への下り通信では、全く同一の信号が放送形

式でＯＬＴ配下の全ＯＮＵに到達するため、各ＯＮＵは受信したフレームが自分宛であるかど

うかの取捨選択を (ア) といわれる識別子を用いて行う。

また、ＯＮＵからＯＬＴ方向への上り通信では、ＯＮＵは自分に割り当てられた (ア)

を送信フレームに埋め込んでＯＬＴへ送出し、ＯＬＴでは受信したフレームの判別を

(ア) により行う。

ＧＥ－ＰＯＮシステムでは、 (イ) の上り帯域を、ＯＬＴに接続される複数のＯＮＵで

分け合う仕様になっている。上り帯域を最も簡単に共有させる方法として、各ＯＮＵに一定の

データ量の送信許可を継続して与える固定帯域割当があるが、この方法では、上りトラヒック

が流れていないＯＮＵに対しても帯域を固定的に割り当ててしまうため、未使用帯域が生じ、

上り帯域の利用効率が低下してしまう。

上り帯域の利用効率を向上させる方法として、ＯＬＴに (ウ) 機能を持たせる方法があ

る。 (ウ) 機能は、各ＯＮＵから送信されるデータ量に応じて、動的に帯域割当を行うも

のである。この機能を用いることにより、各ＯＮＵの上りトラヒックの状況に応じて柔軟に帯

域を割り当てることができるようになる。この (ウ) 機能を実現するために必要な信号制

御などに関するプロトコルは、ＩＥＥＥ８０２.３ａｈで (エ) として標準化されている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １００ Ｍbit／s ② ＤＢＡ ③ ＭＰＬＳ ④ ダウンロード

⑤ ６００ Ｍbit／s ⑥ ＡＢＲ ⑦ 測 定 ⑧ シェーピング

⑨ １ Ｇbit／s ⑩ ＰＩＭ ⑪ ＭＰＣＰ ⑫ ＳＳＩＤ

⑬ ５ Ｇbit／s ⑭ ＰＭＤ ⑮ ＬＬＩＤ ⑯ ＰＨＹ－ＩＤ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＴＵ－ＴのＧ.９９３.１及びＧ.９９３.２として標準化されているＶＤＳＬの規格などに

ついて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＶＤＳＬ１は、１２ ＭＨz までの周波数帯域を利用し、一般的な仕様では、上り

方向と下り方向で伝送速度の異なる非対称型のデジタル伝送を行う。

② ＶＤＳＬ２は、５０ ＭＨz までの周波数帯域を利用し、一般的な仕様では、伝送

距離２００ ｍ において、上り・下り合計で１ Ｇbit／s まで伝送可能となっている。

③ ＶＤＳＬ１とＶＤＳＬ２では、ＡＤＳＬで用いられている変調方式と同様に、一

般に、データ信号の変調に複数の搬送波を使用するＤＭＴ方式が用いられている。

④ ＶＤＳＬ２では、メタリック回線が受ける隣接回線からの漏話雑音、インパルス

性雑音などの様々な雑音による影響を回避しつつ、リンクを維持して伝送速度を最

適化する緊急レート低減、ＳＲＡ(Seamless Rate Adaptation)などの機能が追加さ

れている。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＧＥ－ＰＯＮの初期設定プロセスについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ＯＬＴから各ＯＮＵまでの伝送距離は同一ではなく、かつ各ＯＮＵからの上り信号が衝突

しＯＬＴでの信号検出ができなくなることを避けるため、ＯＬＴが各ＯＮＵとの伝送時間を

あらかじめ測定するレンジング処理を行い各ＯＮＵからの上り信号が衝突しない送信タイミ

ングを各ＯＮＵへ通知する方法がとられている。

Ｂ レンジング処理では、ＯＬＴが送信した遅延測定信号送出許可の命令を受信したＯＮＵは、

ある短い時間α後に遅延測定信号をＯＬＴへ送信する。ＯＬＴは、遅延測定信号送出許可を

送信してから遅延測定信号を受信するまでの時間(ＲＴＴ)を測定することで、ＯＬＴとＯＮＵ

間の往復遅延時間を次式により求めることができる。
α

往復遅延時間 ＝ ＲＴＴ －
２

Ｃ レンジングの処理中はレンジング窓といわれる一定の時間だけ他のＯＮＵの信号送出が禁

じられるため、レンジング窓よりもＲＴＴが大きいと往復遅延時間が測定できない。レンジ

ング窓の大きさにより、ＯＬＴとＯＮＵとの理論的な最大距離が決定される。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

アクセスシステムで用いられる伝送方式などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＰＯＮに用いられているＴＤＭ方式では、チャネルごとに異なる特有の符号で演

算処理をした信号を送信し、受信側で逆演算を行うことにより、各ＯＮＵに割り当

てられたチャネルの信号を取り出す。

② ＩＥＥＥ８０２.１１ｎ規格などの無線ＬＡＮで用いられるＣＤＭ方式では、送

受信に複数のアンテナを用いて複数のデータ信号を同一時刻・同一周波数で送信す

ることにより伝送速度を向上させるＭＩＭＯ技術が用いられている。

③ 多チャネル映像信号の光配信システムに用いられる強度変調方式には、周波数多

重された映像電気信号でＬＤの注入電流を変調する直接変調方式と、外部光変調器

を用いる外部変調方式がある。

④ ＦＭ一括変調方式では、周波数多重された映像電気信号を広帯域な電気ＦＭ信号

に変換し、このＦＭ信号によりＬＤの出力信号を位相変調する。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＤＯＣＳＩＳ３.０に規定されているＣＡＴＶ高速インターネットアクセス技術について述べ

た次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① ＤＯＣＳＩＳ３.０は、ＤＯＣＳＩＳの下位バージョンとの互換性が確保されてい

るため、ＤＯＣＳＩＳ３.０のセンターモデム(ＣＭＴＳ)にＤＯＣＳＩＳ２.０対応

のケーブルモデム(ＣＭ)を接続して通信することができる。

② ＤＯＣＳＩＳ３.０の特徴として、ＩＰｖ６への対応、チャネルボンディング技術

による通信速度の向上、ＡＥＳ暗号化の採用によるセキュリティ強化などがある。

③ 複数チャネルを束ねるチャネルボンディングといわれる技術が標準化されており、

ＣＭからＣＭＴＳに対して大きなサイズの上り信号送出要求があった場合、上り１

チャネルを許可するか複数チャネルを許可するかはＣＭＴＳが決める。

④ ＣＭとＣＭＴＳとの間のデータ伝送において使用される変調方式は、ＣＭＴＳが

周波数と帯域幅で決めており、上り回線では６４ＱＡＭと２５６ＱＡＭ、下り回線

ではＱＰＳＫ、８／１６／３２／６４ＱＡＭが使用される。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ネットワークの仮想化技術の一つであるＯｐｅｎＦｌｏｗの概要について述べた

ものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号

を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ソフトウェア技術を用いて仮想ネットワークを構築する方法として、 (ア) 方式と

(イ) 方式がある。 (ア) 方式は、既存ネットワーク上に仮想ネットワークを構築し、

伝送するデータをカプセル化して伝送する方式である。 (イ) 方式は、仮想ネットワーク

に対応した機器によりネットワークを構築し、伝送するデータをバケツリレー式に伝送する方

式であり、代表例としてＯｐｅｎＦｌｏｗネットワークがある。

ＯｐｅｎＦｌｏｗに準拠したネットワークでは、パケット転送機能と経路制御機能が分離

されている。ＯｐｅｎＦｌｏｗネットワークは、一般に、パケット転送機能を備えたネットワー

ク機器などのＯｐｅｎＦｌｏｗ (ウ) 、ネットワークの経路制御機能をつかさどるソフト

ウェアとしてのＯｐｅｎＦｌｏｗコントローラで構成され、それら相互間はＯｐｅｎＦｌｏｗ

プロトコルによりやり取りされる。

ＯｐｅｎＦｌｏｗコントローラは、一般に、ＯｐｅｎＦｌｏｗプロトコルを用いてＯｐｅｎ

Ｆｌｏｗ (ウ) を集中制御することができる。

ＯｐｅｎＦｌｏｗ (ウ) は、ＯｐｅｎＦｌｏｗコントローラからの指示により経路情報

を (エ) に保存しており、パケットを受信すると (エ) を検索し、条件が合致したルー

ルの動作指示に従ってデータ転送処理を行う。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ハブ ② レピータ ③ フローテーブル ④ オーバレイ

⑤ ホスト ⑥ スイッチ ⑦ スタンダード ⑧ リプライ

⑨ Ｈｏｐ－ｂｙ－Ｈｏｐ ⑩ ＶＬＡＮ

⑪ Ｐａｃｋｅｔ－ｉｎ ⑫ アプリケーション

⑬ スタンドアロン ⑭ Ｓｔｅｐ－ｂｙ－Ｓｔｅｐ

⑮ ＡＲＰテーブル ⑯ スタティックルート
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ６の拡張機能について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＩＰｖ６ではＩＰｓｅｃが提供する認証ヘッダ(ＡＨ)による認証機能、暗号化ペ

イロード(ＥＳＰ)による認証機能や暗号化機能を用いることにより、ＩＰパケット

の改ざん検知や機密性の確保ができる。

② ＩＰｖ６ネットワークにおいて、ＩＰｓｅｃを用いることによりトラヒック制御

が可能となり、ＤｏＳ攻撃を防ぐことができる。

③ ＩＰネットワークにおいて、ＱｏＳ制御のためのＤｉｆｆＳｅｒｖが標準化され

ており、ＩＰｖ６ではＩＰヘッダ内のＴｏＳフィールドを用いてＤＳＣＰ値を伝達

することにより優先制御が行われる。

④ ＩＰｖ６では、マルチキャスト通信への参加に用いられるプロトコルとしてＭＬＤｖ１

及びＭＬＤｖ２が標準化されており、ＩＣＭＰｖ６メッセージを用いて端末とルー

タとの間で照会／報告などの情報がやり取りされる。ＭＬＤｖ１では、マルチキャ

ストパケットを送信元アドレスによりフィルタリングする機能が装備されている。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＯＳＰＦについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＯＳＰＦでは、経路制御情報の計算量を削減するために、ネットワークを幾つか

のグループに分割したＡＳといわれる概念が取り入れられている。

② ＯＳＰＦでは、リンク状態要求パケット、リンク状態更新パケットなどが定義さ

れ、目的ごとに使用されるため、ＲＩＰと比較して、一般に、ネットワークの使用

効率が悪くなる。

③ 隣接ルータと定期的に交換するパケットを一定回数以上受信できないときには、

接続が切断されたと判断し、その状態を検出したルータはデータベース記述パケッ

トにより、ネットワークの状態の変化を他のルータに通知する。

④ 各ルータは、互いにＨＥＬＬＯパケットを定期的に交換することにより、隣接

ルータに到達可能かどうかを確認している。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＲＴＰ／ＲＴＣＰについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＲＴＰはリアルタイムデータを送信するためのトランスポート層プロトコルであ

り、ユニキャストの形態で用いられるが、マルチキャストの形態では用いられない。

② ＲＴＰでは、セッション内で送信元が独自に設定する同期送信元識別子(ＳＳＲＣ)

を用いてリアルタイム通信の送信元を識別する。

③ ＲＴＰでは、送信側でタイムスタンプ、シーケンス番号、ペイロードタイプなど

をＲＴＰヘッダ情報として送出し、受信側でそれらを参照することにより、タイミ

ング情報の抽出、パケット損失の検出などを行う。

④ ＲＴＣＰのセッション制御機能によって、パケット損失などデータ転送における

品質低下を検知した場合、アプリケーションへ情報提供することができる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＴＣＰ通信について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＴＣＰ通信では、ウィンドウ制御により大量のパケットを連続的に送信することができる

が、通信開始時に大量のパケットを送信することによる不具合を避けるためにデータ送信量

を制御する。このアルゴリズムはキープアライブといわれる。

Ｂ ＴＣＰ通信には、送信側が受信側の受信能力に合わせてパケット送信を行うフロー制御機

能があり、このフロー制御は送信側ホストから受信側ホストに対して受信可能なデータサイ

ズを通知することにより行われる。

Ｃ ＴＣＰ通信における高速再送のアルゴリズムにおいて、受信側が期待しているシーケンス

番号と異なるシーケンス番号を持つセグメントを受信したとき、受信側は到着していないセ

グメントに対する確認応答を送信側に複数回通知する。送信側は受け取った最初の確認応答

によりセグメントが失われたと判断し、直ちにセグメントを再送する。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＥＥＥ８０２.１１無線ＬＡＮの概要について述べたものである。 内

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

無線ＬＡＮの動作モードには、インフラストラクチャモードと (ア) モードがある。イ

ンフラストラクチャモードのネットワーク構成は、アクセスポイント(基地局)とその無線セル

内に存在する端末で構成される。インフラストラクチャモードでは、全ての通信は基地局を経

由して最終的な宛先に転送されるのに対し、 (ア) モードは、基地局を必要とせず、端末

どうしが互いに直接通信することを可能としている。

また、基地局相互間を無線で通信する技術として、 (イ) があり、これを用いることに

より無線ＬＡＮのエリアを拡張することができる。

ＩＥＥＥ８０２.１１無線ＬＡＮの基本アクセス手順とされている (ウ) 方式では、各

端末がチャネルの使用状況を確認して自律的にフレームの送信タイミングを決定しており、こ

の際のアクセス制御手順としてＣＳＭＡ／ＣＡ方式を使用している。無線ＬＡＮのアクセス制

御の方法には、 (ウ) 方式のほかに、基地局が配下の端末に対して順番に (エ) を行

うＰＣＦ方式があり、ＩＥＥＥ８０２.１１無線ＬＡＮでは、ＰＣＦ方式はオプションとして

用意されている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＲＴＳ ② ＤＣＦ ③ 非同期転送 ④ アソシエーション

⑤ ＦＷＡ ⑥ ＰＤＳ ⑦ ポーリング ⑧ 誤り訂正

⑨ ＴＣＭ ⑩ ＡＤＳ ⑪ アドホック ⑫ オーセンティケーション

⑬ ＷＤＳ ⑭ 半二重 ⑮ ビーコン ⑯ トンネル
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

インターネットプロトコルを用いた映像配信などについて述べた次の文章のうち、誤ってい

るものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ネットワークを用いてマルチメディアコンテンツを配信する方法には、ダウン

ロードやストリーミングがあり、このうちストリーミングは、コンテンツのデー

タを受信しながらコンテンツの再生を行うことができる。

② ＲＳＳフィードはコンテンツの概要やその属性などを有するメタデータであり、

Ｗｅｂコンテンツの紹介や更新情報の配信などに用いられている。

③ ＨＴＭＬやＪａｖａＳｃｒｉｐｔを用いるＷｅｂコンテンツは、Ｗｅｂブラウ

ザの種類やバージョン、ＯＳの種類などにより、コンテンツ記述に利用できる機

能や受信側での表示形態に差異が生ずる。

④ フラッシュはスクリプトから操作できるビットマップグラフィックスを用いて

いるため、ウインドウサイズを変えても画質が劣化しないという特徴がある。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＤＮＳについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＩＰアドレスから絶対ドメイン名(ＦＱＤＮ)を検索することは正引き、ＦＱＤＮ

からＩＰアドレスを検索することは逆引きといわれる。

② ＤＮＳレコードのうち、ＡレコードにはホストのＩＰアドレスが登録され、

ＭＸレコードにはそのドメインにおけるメールサーバに関する情報が登録される。

③ クライアントとＤＮＳサーバのやり取りは、ＤＮＳメッセージを交換すること

で行われる。ＤＮＳメッセージの交換は、信頼性を高めるためＴＣＰパケットが

用いられ、ＵＤＰパケットは用いられない。

④ ＤＮＳサーバ上では、インターネットで管理される全てのドメイン名とＩＰア

ドレスを対応させるため、ホストテーブルといわれる一つの巨大な物理ファイル

でホスト情報が管理される。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＮＩＤＳ又はＩＰＳについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ネットワークに流れる通信を監視対象とするＩＤＳは、一般に、ＮＩＤＳといわ

れ、検知対象には、ウイルスやワームを含むパケット、コンピュータへの侵入行為、

組織内で定められた違反通信などがあり、これらを検知するための手段として多く

利用されているのがデータマイニングといわれる手法である。

② ＮＩＤＳは、監視したい対象に応じてインターネットとファイアウォールの間、

ＤＭＺ、内部ネットワークなどに設置される。

③ ＮＩＤＳの検知アルゴリズムとして、過去の統計やユーザが行う通常の行動の傾

向を記録しておき、そのデータから大きく外れた行動を検知することにより、未知

の攻撃を検知することができるものもある。

④ ＩＰＳは、不正なアクセスを検知するだけではなく通信の遮断を行うことにより

攻撃を防御することができる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｓｅｃ－ＶＰＮについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＩＰｓｅｃ－ＶＰＮで使用するＩＰｓｅｃは、ＯＳＩ参照モデルのデータリンク層で動作

するため、ＨＴＴＰ、ＦＴＰ、ＳＭＴＰなど上位のアプリケーションプロトコルを変更する

ことなくＩＰｓｅｃ－ＶＰＮを使用してアプリケーションを利用することができる。

Ｂ ＩＰｓｅｃを用いる通信では、途中の経路でＮＡＴ処理が行われているとき、ＮＡＴ処理

により通信が正常に行えない場合がある。ＮＡＴを越える通信を可能とするにはＩＰｓｅｃ

のパケットをＵＤＰのパケットにカプセル化するなどの方法がある。

Ｃ ＩＰｓｅｃ－ＶＰＮで用いられるＩＫＥは、ＩＰパケットの暗号化を行う際に使用する暗

号化鍵を交換するために利用される。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 
 
(3) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 
(6) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 
 
(7) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 
 
(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(  )表記箇所の省略や部分 
省略などをしている部分がありますが、(  )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 


